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３） 水中運動教室受託 道内自治体からの受託 ２町計５回
４） アシスタント指導員養成講習会 道内４カ所 計４１名 受講
５） 指導員養成講習会 道内３カ所 計３６名 受講
６） 指導員研修会 道内１１カ所 計２５９名 受講




















































項目 内容 人数 （構成比）












































































資格種類 都市圏 非都市圏 未回答
As １６（２２．９％） １５（１７．６％） ２
In １５（２１．３％） ３８（４４．７％） ０
Tr １６（２２．９％） ７（８．２％） ０
In及びTr １６（２２．９％） １５（１７．６％） １
未回答 ７（１０．０％） １０（１１．８％） ０




























職種 全体 都市圏 非都市圏
主婦 ５１（３２．３％） ２３（３２．９％） ２７（３１．８％）
運動指導員 ３３（２０．９％） ２７（３８．６％） ６（７．１％）
専門職 ２７（１７．１％） ６（８．６％） ２１（２４．７％）
会社員 ２２（１３．９％） ９（１２．９％） １１（１２．９％）
公務員 １３（８．２％） ０（０．０％） １３（１５．３％）
自営 ４（２．５％） １（１．４％） ３（３．５％）
未回答 ８（５．１％） ４（５．７％） ４（４．７％）
合計 １５８（１００．０％） ７０（１００．０％） ８５（１００．０％）
人数（％）
全体 都市圏 非都市圏 未回答
活動している １１３（７１．５％） ５３（７５．７％） ５８（６８．２％） ２
活動していない ４５（２８．５％） １７（２４．３％） ２７（３１．８％） １





















職種 全体 都市圏 非都市圏
活動している 活動していない 活動している 活動していない 活動している 活動していない
主婦 ３４（３０．１） １７（３７．８） １５（２８．３） ８（４７．１） １８（３１．０） ９（３３．３）
運動指導員 ３１（２７．４） ２（４．４） ２６（４９．１） １（５．９） ５（８．６） １（３．７）
専門職 １８（１５．９） ９（２０．０） ５（９．４） １（５．９） １３（２２．４） ８（２９．７）
会社員 １５（１３．３） ７（１５．６） ５（９．４） ４（２３．５） ９（１５．５） ２（７．４）
公務員 ９（８．０） ４（８．９） ０（０．０） ０（０．０） ９（１５．５） ４（１４．８）
自営 ２（１．８） ２（４．４） ０（０．０） １（５．９） ２（３．５） １（３．７）
未回答 ４（３．５） ４（８．９） ２（３．８） ２（１１．７） ２（３．５） ２（７．４）
合計 １１３（１００．０） ４５（１００．０） ５３（１００．０） １７（１００．０） ５８（１００．０） ２７（１００．０）
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表５及び，図１～３は，職業ごとの活動状況を全体・都市圏・非都市圏ごとに分類し，それ
ぞれの職業構成比と職業区分ごとの活動比率を示したものである。
「活動している」か「活動していないか」を職業ごとに比率化すると，全体の７１．５％が活動
しているとなっており，全体の活動している割合を上回るのは運動指導員のみであった。
都市圏では，資格取得者の７５．７％が活動しておりその約半数にあたる２６名（４９．１％）は運動
指導員であり，運動指導を専門としているものは自身の知識や技能のニーズを活かす環境が整っ
ていることが推察された。また，運動指導員以外の専門職についても都市圏の平均値を上回り
（８３．３％）取得した資格を活かしていることが分かった。
非都市圏では，資格取得者のうち活動しているものの割合が６８．２％と都市圏よりも低くなっ
ている。これは運動指導員が少なく，自分の余裕のある時間に活動することとなっているため
であろうと推察される。
表５ 職種ごとの指導状況（全体・都市圏・非都市圏別分類，居住地未回答を除く）
図１ 職業ごとの指導状況比率（全体）
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主婦については，都市圏１５名，非都市圏１８名の３３名が活動を行っていた。
活用の内容（重複回答）
水中運動プログラムなどでの指導 ・・・２３名
サークル活動などでの指導補助 ・・・６名
自分自身の健康管理のためや知人・家族に伝える ・・・５名
未活用 ・・・１７名
図２ 職業ごとの指導状況比率（都市圏）
図３ 職業ごとの指導状況比率（非都市圏）
アンケート調査では，活動の現状だけではなく，その内容についても質問を行った。
職業別にその頻度が高い，主婦，運動指導者，運動指導以外の専門職がそれぞれどのような
活用を行っているかについては以下のようになった。（図４～６）
図４ 資格保有者の職業別活動状況（主婦）
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運動指導員については，都市圏２６名，非都市圏５名の３１名が活動を行っていた
活用の内容（重複回答）
水中運動プログラムの指導 ・・・２１名
水泳プログラム内などでの指導 ・・・１０名
未活用 ・・・２名
活用（都市圏）
活用（非都市圏）
未活用（都市圏）
未活用（非都市圏）
5名
13名
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8名
運動指導以外の専門職については，都市圏５名，非都市圏１３名の１８名が活動を行っていた
活用の内容（重複回答）
水中運動プログラムの指導 ・・・１０名
水泳プログラム内などでの指導 ・・・２名
水中リハビリなどの個人指導 ・・・５名
自分自身の健康管理のためや知人・家族に伝える ・・・１名
未活用 ・・・９名
図５ 資格保有者の職業別活動状況（運動指導員）
図６ 資格保有者の職業別活動状況（専門職）
Ⅴ （NPO）北海道水中運動協会が地域・住民に果たした役割と課題
今回収集したアンケートにより，北海道における健康・スポーツ活動の普及がNPOによっ
て認められることが明らかとなった。都市圏の地域では，運動指導員がスキルアップのため資
格を取得している傾向が見られた。都市圏においては，運動を継続して行うための施設設備や
人的資源が確保されているため，運動指導員への期待が高く，多様なニーズに応えるためスキ
ルアップのための受講を行っていることがわかった。今後さらなるスキルアップのために，質
９
の高い養成プログラムを提供することが必要である。
都市圏以外の地域では，自治体にある保健福祉を中心としたセクションが，健康づくりのた
めの運動を地域住民と一体となって取り組んでいる傾向が見られた。人的資源に限りがある都
市圏以外の地域では，自立した健康づくりのための運動を提供するために，地域住民の意欲が
高まることが必要である。そのために行政担当者自らが健康づくりの運動を推進している実態
がある。NPO等の外部支援者はその推進を手助けするための活動を一層充実させる必要があ
る。また，地域住民が運動指導を行う意欲を高めるために，できるだけ簡便で効果が高く安全
な運動プログラムを提供することが望まれる。特に主婦の資格者は，活用する環境が整わなけ
れば，活用場面を見いだせない傾向が見られるので，資格取得後についても継続的に運動指導
者への支援も必要である。
残された課題として，一般住民など運動指導の経験が少なくても指導技術が得られる本養成
プログラムであるものの，活用されていないケースがあることがわかった。今後は，取得した
資格を活用できる場面を積極的に整える必要がある。
そのために，特に都市圏以外の地域では，さらに関係機関と連携する必要がある。
Ⅵ 付 記
本研究は，平成１６年～２０年度文部科学省「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（旧私立大
学学術研究高度化推進事業 学術フロンティア推進事業）」・北翔大学「北方圏生涯スポーツ研
究センター研究費」の助成を受けて実施した。
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